
使用上の注意

してはいけないこと

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる）
授乳中の人は本剤を服用しないか、本剤を服用する場合は授乳を避け
ること

相談すること

１．次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
１医師の治療を受けている人。
２妊婦又は妊娠していると思われる人。
３体の虚弱な人（体力の衰えている人、体の弱い人）。
４胃腸が弱く下痢しやすい人。
５高齢者。
６今までに薬などにより発疹・発赤、かゆみ等を起こしたことがあ
 る人。
７次の症状のある人。
むくみ

８次の診断を受けた人。
高血圧、心臓病、腎臓病

９次の医薬品を服用している人。
瀉下薬（下剤）

２．服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、
　　直ちに服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販
　　売者に相談すること

まれに下記の重篤な症状が起こることがある。その場合は直ちに
医師の診療を受けること。

３．服用後、次の症状があらわれることがあるので、このような症状
　　の持続又は増強が見られた場合には、服用を中止し、医師、薬剤
　　師又は登録販売者に相談すること
   軟便、下痢
４．１ヵ月位服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、こ
　　の文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談すること
５．長期連用する場合には、医師、薬剤師又は登録販売者に相談する
　　こと

女神散料エキス顆粒KM

ご使用に際して、この説明書を必ず読んで下さい。
また、必要な時に読めるよう本剤とともに保存して下さい。

関係部位 症 状
皮 膚 発疹・発赤、かゆみ

消 化 器 食欲不振、胃部不快感、はげしい腹痛を伴う
下痢、腹痛

症状の名称 症 状

偽アルドステロン症、
  ミオパチー

手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこ
わばりに加えて、脱力感、筋肉痛があら
われ、徐々に強くなる。

肝 機 能 障 害
発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目
が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。

T-151B 第2類医薬品
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２０１２年１月（記載要領変更に伴う改訂）



〔効能又は効果〕

〔用法及び用量〕
食前又は食間に服用する。

〈用法及び用量に関連する注意〉
小児には服用させないこと。

〔成分及び分量〕１日量（１０．５ ）中

女神散料水製乾燥エキス ５．００
日本薬局方 コウブシ ３．０ 日本薬局方 ビンロウジ ２．０
日本薬局方 センキュウ ３．０ 日本薬局方 オウレン １．５
日本薬局方 ソウジュツ ３．０ 日本薬局方 カンゾウ １．５
日本薬局方 トウキ ３．０ 日本薬局方 モッコウ １．５
日本薬局方 オウゴン ２．０ 日本薬局方 ダイオウ ０．５
日本薬局方 ケイヒ ２．０ 日本薬局方 チョウジ ０．５
日本薬局方 ニンジン ２．０

〔保管及び取扱い上の注意〕

年 齢 １回量 １日服用回数
大人（１５歳以上） ３．５ ３回

体力中等度以上で、のぼせとめまいのあるものの次の諸症：産前産後の神
経症、月経不順、血の道症、更年期障害、神経症

〈効能又は効果に関連する注意〉
※血の道症とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの
変動に伴って現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体
症状のことである。

１直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓して保管すること。
２小児の手の届かない所に保管すること。
３他の容器に入れ替えないこと。（誤用の原因になったり品質が変わる。）

添加物として、乳糖、ステアリン酸マグネシウムを含有する。

○本剤は天然の生薬から有効成分を抽出した製剤ですので、製品により顆
粒剤の色・風味が若干異なることがありますが、薬効には変わりありま
せん。

〔お問い合わせ先〕
一元製薬株式会社「お客様相談室」 副作用被害救済制度の問合せ先

（独）医薬品医療機器総合機構
http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html
電話 ０１２０－１４９－９３１

〒１７１－００４３ 東京都豊島区要町３－４－１０
電話：０３－３９７３－２９１７

 受付時間：９：００～１７：００ 
（土，日，祝祭日を除く）

発 売 元 一元製薬株式会社
東京都豊島区要町３－４－１０

製造販売元
（輸入元）

株式会社 カ ー ヤ
大阪府吹田市垂水町３－４－１１

１２Ａ０１Ｔ


